
 

ＩＣＴの利活用による地域の活性化 

地方創生に関する各都道府県・指定都市担当課長説明会 資料１７－２ 
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ＩＣＴによる地方創生 

【まち・ひと・しごと総合戦略（平成２７年１２月２４日閣議決定）】（抜粋） 

○ 距離や時間等の制約を克服し、地域の創意工夫をいかしたイノベーションや新産業の創出を可能とする

ICTの一層の利活用を、医療・教育・雇用・行政・農業・防災など幅広い分野で推進する。 

○ また、地域においても、このようなICTの恩恵を十分に享受することができるよう、Wi-Fi、高速モバイル、

ブロードバンドなど地域の通信・放送環境の整備を推進する。 

地域経済雇用基盤の強化・再生 地方居住の促進 

遠隔地間の協働 地域のサービス向上 

便利なサービス 
（まち） 

快適な職場 

ＩＣＴの活用 

企業の進出 人材の移住 家族の移住 

遠隔診療 
遠隔学習 
生活支援 
    等 

テレワーク等を 
活用した 

働き方の改革 
女性の活躍 

センサー等ICT 

生産性向上 

人口増 
（ひと） 

データセンター 

地場産業の活性化 

ＩＣＴの活用 

クラウド活用 
ベンチャー等のアイディア 

ビッグデータ 

農林業など地場産業 

（しごと） 
Ｗｉ－Ｆｉ、ブロードバンド、モバイル、防災システム 

地域インフラの活性化 

28 



古民家や蔵を改装したサテライトオフィス 

 【事例①】 サテライトオフィスを活用した企業の誘致 （徳島県神山町） 

首都圏のＩＣＴベンチャー系企業※を対象に本格展開 

 徳島県は、カバー率98.8% のFTTH網と公設民営方式の光CATV（加入率88.3%）を全県域に整備し、
全国屈指の高速ブロードバンド環境を実現。 

 オフィス開設・運営費用への補助（通信費、古民家改修費用等）などの支援も充実 

 過疎地域にサテライトオフィスを整備、ICTベンチャー系企業の誘致を推進 

サテライトオフィスプロジェクトによる定住促進・人口増加 

 神山町は、総務省からの支援により、 
 ・基盤整備事業（H12, 16年度に総額約3億円、神山町の地域公共ネットワーク等を整備）、 
 ・利活用事業（H19～21年度に総額約9千万円、神山ワーク・イン・レジデンスのWebシステム等を整備）を実施 

※クラウドサービス企業、情報配信サービス企業、 
 Webデザイン企業、デジタルコンテンツ制作企業等 

概 
要 

成
果
・
効
果 

 徳島県内４市町※に、２７社が２２拠点に進出 
 ３年間で７６世帯１１３名が移住（徳島市を除く） 
 ５２名の地元雇用を創出（H27.3.1現在） 
 神山町ではH23にS45以降、初めて「社会増」が「社会減」を超過（３年間で５１世帯８１名が移住） 

※神山町、美波町、三好市、徳島市 
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 「ふるさとテレワーク推進事業」 

• 企業や雇用の地方への流れを促進し、地方でも都会と同じように働ける環境を実現する「ふるさとテレワーク」

を推進するため、ふるさとテレワークを導入する全国の自治体等に対して、導入経費の支援を行う。 

• 女性の活躍推進等に向け、事業者・利用者の意識改革を促し、テレワーク環境の裾野を拡大するため、 

セミナーの開催や、先進事例の収集等によるデータベースの作成等に取り組む。  

【平成２８年度当初予算案 ７.２億円】 ○来年度予算成立後、自治体等に対して公募予定。 
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 【事例②】 鳥獣被害対策 （長野県塩尻市） 

 長野県塩尻市では、イノシシ等が水田を荒らすことによる米収穫高の減少や耕作放棄地の拡大が年々深刻化。 
 電気柵や罠の設置などハード面での対策を実施するも、効果は限定的。 

 センサーネットワークによる鳥獣被害対策 

 塩尻市が同市内の北小野地区において、水田周辺に獣検知センサーや罠捕獲センサーを設置。 

 獣検知センサーが獣を検知すると、①サイレン音やフラッシュ光で獣を追い払うとともに、②検知情報がクラウド
を介して農家や猟友会に地図付のメールで配信され、迅速な追い払いや捕獲に寄与。 

 罠捕獲センサーが罠に獣が掛かったことを検知すると、その情報がクラウドを介して農家や猟友会に地図付の
メールで配信され、罠に掛かった獣の迅速な撤去に寄与。（平成24～25年度：計６匹を捕獲） 

実
証
内
容
 

課
題
 

成
果
・
効
果
 

 北小野地区（稲作面積約２７ｈａ（※１））における実証の結果、被害面積が減少、稲作収入の増大が期待。 

※１ 塩尻市全体の稲作面積（約７００ｈａ）の約４％  ※２ 地元農家への聞き取り調査に基づき、日本ソフトウェアエンジニアリング株式会社が推計 
※３ 耕作可能面積及び１ｈａ当たりの平均稲作収入を基に、日本ソフトウェアエンジニアリング株式会社が推計 

罠捕獲センサー 獣検知センサー 

平成２３年度 
平成２４年度 
（実証１年目） 

平成２５年度 
（実証２年目） 

被害面積（※２）[％] ８５ ２０ ０ 

稲作収入（※３）[万円] ３５４ １,８９０ ２,３６２ 

 クラウド 

サイレン音 
フラッシュ光 

獣検知センサー 罠捕獲センサー 

追尾センサー 

長野県塩尻市は、総務省からの支援により、ＩＣＴ街づくり推進事業（H24～25年度）を実施。 
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テレビ・ＩＣカードを活用した防災対策システム 

テレビ画面表示にて個別の避難指示 
ＩＣカードにより、避難が完了した 
住民の情報を迅速に取得し、一元管理 

タブレット端末に 
住民の避難状況を表示 

個人番号カード
に移行 

 【事例③】 個人番号カードの活用（テレビと連動した防災） （徳島県） 

 徳島県は全国平均を上回る勢いで高齢化が進行。（徳島県の高齢化率：２８％、全国平均：２４．１％（平成２４年度）） 

 南海トラフ巨大地震が発生した場合、１０万棟以上の建物全壊など深刻な被害が予想されており、災害時に
おける高齢者を含めた住民の迅速な避難誘導や避難状況の把握など防災対策が急務。 

 高齢者にとって身近なテレビを活用した避難指示システムやＩＣカードによる避難者管理システムを構築し、
徳島県美波町において約１００世帯を対象にして実証実験（避難訓練）を２回実施。 

実
証
内
容
 

課
題
 

成
果
・
効
果
 

 テレビ画面に表示した避難指示により、避難完了までの平均時間が約２分（１１．２分→９．６分）短縮。 

 また、ＩＣカードを活用した一元的な情報管理により、迅速かつ詳細な避難者情報の把握を実現。 

 個人番号カードへの対応に向けて、上記システムの自立的・継続的な運営組織を設立（2015年９月）。 

徳島県は、総務省からの支援により、ＩＣＴ街づくり推進事業（H25年度）を実施。 
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 【事例④】 個人番号カードの活用（母子手帳の電子化） （群馬県前橋市） 

ＩＣカード・スマートフォンを活用した母子健康情報管理 

 健康管理の分野においては、医療機関や小学校、幼稚園等における健康診断情報などが一元的に管理されておらず、
市民にとって情報を入手しにくい状況であることが課題。 

 幼児や児童を持つ世帯を対象に、過去の母子健康手帳の記録を電子化。現在の健康記録と結びつけ、予防接種記録
や医療機関、保健センター、小学校等における検診情報も記載することで、一貫した子供の健康情報を提供。ＩＣカード
をリーダー等にかざすだけでログインできるシステムを実装。 

 また、診療所や拠点病院等の医療機関間で検査画像等の画像情報を共有し、ＩＣカードを用いた個人認証により閲覧出
来る仕組みを構築。 

 個人番号カードの配付開始後は、個人番号カードを使用予定。 

実
証
内
容
 

課
題
 

成
果
・
効
果
 

 電子母子健康手帳については、実証実験に参加した市民へのアンケートでは８割以上がサービスの継続・実用化を希
望。現在、広告モデル等によるサービスの無料提供を検討中。 

 上記システムの自立的・継続的な運営を担う組織を設立（平成２７年３月）。 

データを反映 

保健 
センター 
小児科 

小学校 

・乳幼児健診 
・予防接種 
  

・定期検診 
・予防接種 
  

パソコンやタブレット端末で閲覧 

●健康診断結果 
●電子おくすり手帳 
●日記機能 
●成長記録グラフ 
●予防接種 
●子育てサイトリンク 

母子健康情報 

ＩＣカードで 
シングルサインオン 等 

個人番号カード
に移行 

群馬県前橋市は、総務省からの支援により、ＩＣＴ街づくり推進事業（H25・26年度）を実施。 
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• これまでのＩＣＴ街づくり実証プロジェクトの成果や地方創生に資する先進的な地域情報化の先進事例の 

横展開に取り組む自治体等の初期投資・継続的な体制整備等にかかる経費の一部を補助する。 

≪鳥獣被害対策の例≫ 
長野県塩尻市の事例 

 ※想定例 

 -センサーネットワークを 

  活用した鳥獣被害対策 

 -クラウドを活用した森林 

  資源の情報共有 

 -個人番号カードの活用 

  を想定した母子健康 
  情報の電子化 等 

※補助対象： 機器購入、システム構築及び体制整備に向けた協議会開催等に係る費用 

≪森林資源の情報共有の例≫ 
岡山県真庭市の事例 

「ＩＣＴまち・ひと・しごと創生推進事業」 

【平成28年度当初予算案 ２.５億円】   ○来年度予算成立後、自治体等に対して公募予定。 
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 【事例⑤】 無料公衆無線ＬＡＮの利用環境整備 （福岡県福岡市） 

 福岡市は誰でも使える無料Wi-Fiを２０１２年４月に開始し、地下鉄・JRの駅、空港、バスターミナル等
の交通拠点や観光拠点など、８３拠点、３７６アクセスポイントで展開。 

 多言語対応（５言語）による観光情報発信、簡素な認証、官民による協働、海外とのローミング等の
先進的なサービスを全国に先駆けて提供。 

 災害時には認証手続なしで開放。 

Fukuoka City Wi-Fiによる観光振興・新事業創出 

概 
要 

成
果
・
効
果 

 市民や観光客による積極的な利用 
   ・平均アクセス回数は約８０，０００回/日 
  ・外国語の平均閲覧回数は約２，３００回/日、導入当初比約３７倍（英語が最多）  ※数字はいずれも2015年7月 月間実績 

  ・利用者の満足度は８２％（２０１５年４月時点） 

 観光振興、新事業創出等への寄与 
  ・入込観光客数は１，７８２万人(H25)と、過去最高を達成 
  ・国際コンベンション開催件数は東京に次ぐ２位 
  ・国家戦略特区にも指定され、新規ビジネス創出に向けた外国人向け観光サービス実証を実施 

H21 H22 H23
H24

H25

1,614 
1,642 

1,678 

1,740 

入込観光客数 
過去最高を達成！ 

1,782万人 
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• 観光や防災の拠点等における来訪者や住民の情報収集等の利便性を高めるため、観光拠点及び防災拠点

等（※）におけるＷｉ－Ｆｉ環境の整備を行う地方公共団体・第三セクターに対し、その費用の一部を補助する。 

（※）観光拠点： 観光案内所、文化財、自然公園、博物館等、 防災拠点： 避難場所、避難所、官公署等 

Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備 

避難場所 

避難所 

防災拠点では、 
耐災害性の高いWi-Fiにより、 

来訪者や住民の 
災害時の安全を確保 

観光拠点では、 
移動環境に適したWi-Fiにより、 

訪日外国人等、観光客の 
利便性を向上 

観光拠点 

文化財 

観光案内所 

自然公園 

博物館 

スマートホン タブレット端末 スマートホン タブレット端末 

官公署 

・必要な観光関連情報を収集 
・観光客が旅行体験等を発信 

・必要な災害関連情報を収集 
・被災状況等を各所に配信 

観光客・住民等 

Wi-Fiアクセスポイント Wi-Fiステーション 

防災拠点 

補助率： 地方公共団体の場合１／２、 第３セクターの場合１／３ 

【平成２８年度当初予算案 ２.6億円（継続）】 

「観光・防災Ｗｉ-Ｆｉステーション整備事業」 

○今後、自治体等に対して公募予定。 
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 【事例⑥】 放送コンテンツの海外展開による観光振興（北海道モデル） 

北海道アワー（HTB北海道テレビ放送） 

概
要
 

成
果
・
効
果
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 97年の放送開始後、台湾からの観光客が2年間で2倍に増加。10年後には5倍超に増加。 
(出典：北海道観光局「北海道観光入込客数調査」） 
 

 新千歳空港で外国人観光客に調査したところ、約8割がJET-TVを見て北海道を訪問。 
(出典：東アジアメディアプロモーション北海道推進協議会による調査） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 北海道の地域経済、特に観光や周辺産業に7,000億円（2.6兆円(H6)→3.3兆円(H17)）の経済効果。 
これにより、約3万人（推計）の雇用を新たに創出。 
（出典：北海道観光局「北海道観光産業経済効果調査」） 

台湾からの来道者数 

52,800  
121,100  

277,400  

0

100,000

200,000

300,000

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
（出典：北海道庁観光局「北海道観光入込客数調査報告書）」） 

 台湾のケーブルテレビ（JET-TV）を通じて、北海道紹介番組「北海道アワー」を台湾など東アジア向けに毎週放送。 

 自治体、放送局、北海道経団連、商工会議所等による産官連携組織 
「東アジアメディアプロモーション北海道推進協議会」を設立して、事業を推進。 
（2003年協議会の取組終了） 

 現在は「公益社団法人 北海道観光振興機構」が北海道の観光振興の核として、 
放送と連携した観光を推進。 
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「放送コンテンツ海外展開助成事業」 

• 放送コンテンツを制作する民間事業者等と、他分野・他産業（観光業、地場産業、他のコンテンツ等）、 

地方公共団体等の関係者が幅広く協力し、「クールジャパン戦略」、「ビジットジャパン戦略」、「地方の創生」、

「ＴＰＰの活用促進による新たな市場の開拓」等に資する放送コンテンツを制作、発信するとともに、様々な 

連動プロジェクトを一体的に展開する取組を支援する。 

【平成28年度当初予算案 ２.２億円】 

日本経済の活性化／日本の魅力の発信 

地域への 
観光需要の増加 

地域産品の 
海外販路開拓 

優れた技術・サービスを持つ 
中小企業の海外展開 

継続的に 
発信 

放送 配信 

JAPAN 

放送に連動 
した取組 

連動イベント／ 
プロモーション 

関連商品の 
販売 

関連コンテンツの 
展開 

放送事業者 

番組 
製作会社 

自治体 
地域 

金融機関 

地場産業 
関連産業 

農業・食文化 

観光 

映画 

放送コンテンツと 
他の業種・分野とが 

連動したコンソーシアム 
の組成 

音楽 

キャラクター 

他分野・他産業 
との連携 

連動 

在外公館・商工会 
の活用 

○来年度予算成立後、民間事業者等に対して公募予定。 
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「地域情報化の推進」 

①地域情報化アドバイザー派遣制度 

平成２７年度派遣申請数  ２３５件（12.24現在） 

平成２６年度派遣申請数  ２１３件                 

■平成27年度マネージャー派遣先 

②ＩＣＴ地域マネージャー派遣制度 
平成２７年度派遣先   ３６団体（派遣実施中） 
平成２６年度派遣先   ３０団体（派遣数２１６回） 
平成２５年度派遣先   ２０団体（派遣数１６３回） 

（件数） ■年度別アドバイザー派遣申請数 

ＩＣＴによる地域の課題解決を支援 
少子高齢化対策、地域活性化、地場産業振興、安心・安全の確保、番号制度対応等 

③地域情報化優良事例の横展開推進 
・優良事例の表彰（「地域情報化大賞」の実施等） 
・事例集や紹介ビデオなどの作成・活用、 
 地方セミナーの実施等                 

(12.24現在) 

【平成28年度当初予算案 1．２億円】 

札幌市（北海道） 

室蘭市（北海道） 

嘉麻市（福岡県） 

臼杵市（大分県） 

薩摩川内市（鹿児島県） 

青森県 

秋田市（秋田県） 

由利本荘市(秋田県) 

能代市（秋田県） 

松山市（愛媛県） 

八幡浜市（愛媛県） 

宮城県 

仙台市（宮城県） 

白河市（福島県） 

沖縄市教育委員会 

与那原町（沖縄県） 

岡山県 

鳥取市（鳥取県） 

日野町（鳥取県） 
砺波市（富山県） 

須坂市（長野県） 

千曲市（長野県） 

中野市（長野県） 

東御市（長県） 

高知県 

南国市（高知県） 

神奈川県 

鹿嶋市（茨城県） 

摂津市（大阪府） 

三郷町（奈良県） 

気仙沼市（宮城県） 

横浜市南区 
東白川村（岐阜県） 

東北 

関東 

沖縄 

北海道 

東海 

北陸 

信越 

中国 

四国 

九州 

近畿 

日高市（埼玉県） 

南牧村（群馬県） 

日光市（栃木県） 

• 地域情報化アドバイザー（随時支援）やICT地域マネージャー（中長期の支援）による人材派遣やセミナー 

開催、事例集の活用、優良事例の表彰等を通じて、地域情報化の優良事例を普及展開。 

○来年度予算成立後、派遣に着手。 
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【参考】   情報通信分野の地方創生関連予算（平成２８年度当初） 

項   目 金額（千万円） 

１．地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする 

    
 (2) ＩＣＴの利活用による産業活性化と生活の質の向上 

  ○ ＩＣＴまち・ひと・しごと創生推進事業 

  ○ 観光・防災Wi-Fiステーション整備事業 
  ○ 放送コンテンツ海外展開助成事業 

  ○ 情報通信基盤整備推進事業 

  ○ 携帯電話等エリア整備事業 
  ○ 民放ラジオ難聴解消支援事業 

  ○ 戦略的情報通信研究開発推進事業（地域ICT振興型研究開発） 

  ○ 地域コンテンツの流通促進のためのポータルサイトに関する調査研究 
  ○ 公的個人認証サービス利活用推進事業 

  ○ IoTおもてなしクラウド事業 

  ○ 次世代Ｇ空間社会の構築（Ｇ空間2.0）事業 
  ○ 地域情報化の推進（本省） 

  〇 映像等近未来技術活用推進事業 

49.8 
 
 

2.5 
2.6 
2.2 
4.0 

12.6 
10.1 

4.4 
0.3 
3.5 
6.5 
2.4 
1.2 
1.0 

２．地方への新しいひとの流れをつくる 

   
 (2)地方拠点機能強化、地方採用･就労拡大の推進 

  ○ ふるさとテレワーク推進事業 

7.2 
 
 

7.2 
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消防団を中核とした地域防災力の充実強化 

地方創生に関する各都道府県・指定都市担当課長説明会 資料１７－３ 
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消防団を中核とした地域防災力の充実強化 

 今後想定される南海トラフ地震や首都直下地震等への対応の必要性及び東日本大震災
の教訓を踏まえ、地域防災力の中核である消防団の充実強化を図ることが喫緊の課題で
あることから、女性や若者等を対象とした先進的な加入及び活躍促進方策を支援するこ
とにより、消防団員の確保を図る。また、過去の災害の教訓を伝承し、防災意識の向上
を図るとともに、消防団と連携した地域防災リーダーの育成等により、自主防災組織等
を活性化し、地域防災力を向上させる。 

22,747  

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

女性消防団員数の推移 

救命講習を行う女性消防団員 

 

 ○消防団への女性・若者等の加入促進 
 

   地域住民の安心・安全の確保に大きな役割を果たす消防 
  団について、女性や若者をはじめとした入団を促進するた 
  め、地方公共団体による先進的な加入及び活躍促進方策を 
  積極的に支援 
 

  ・消防団加入促進支援事業      １.０億円 
  ・女性消防団員等の活躍加速支援事業 ０.７億円 
  ・地域防災力充実強化大会      ０.２億円 

○自主防災組織等の充実強化 
 

  過去の災害の教訓を伝承し、防災意識の 
 向上を図るとともに、自主防災組織に資機 
 材を無償貸し付けし、消防団と連携した地 
 域防災リーダーの育成等により、自主防災 
 組織等を活性化し、地域防災力を向上 
 

 ・災害伝承１０年プロジェクト ０.２億円 
 ・地域防災リーダー育成事業  ０.４億円 【主な貸し付け資機材】 

投光器 

チェーンソー 

可搬式消防ポンプ 
訓練用ＡＥＤ 

28当初4.2億円 
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